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昨年の１２月２０日（木）永野西区公民館を会場に、蔵王町社会福祉協議会の新施設建設に係わる永野西

区の地元住民説明会を開催しました。蔵王町社会福祉協議会が希望する施設は、通所介護事業（デイサービ

ス）を中心とした施設で、居宅介護支援事業（ケアマネジャー）、訪問介護事業（ホームヘルパー）、訪問看

護事業、福祉用具貸与販売事業等の介護保険事業と法人運営事業や地域福祉事業等（事務局事業）の全体の

事業を移設した施設建設を予定しており、デイサービスセンターにおいては、ご利用者の皆様と個人・団体

等の交流を深めて頂く為の地域交流スペースを新設し、地域の子供から高齢者まで利用して頂きたいと考え

設置を予定しております。

今回の説明会では、建設予定地を永野西区にした経緯や、現在のデイサービスセンターの現状を、近隣の

地元住民の皆様に説明し、建設地周辺に係わる課題や要望等について、地元住民から貴重なご意見を頂きま

ました。最終的には、地元住民皆様と蔵王町社会福祉協議会が望む施設建設を目指し、様々な角度から検討していくことで一致しました。

蔵王町社会福祉協議会の基本理念

「みつめよう お互いの心 助け合おう お互いの手で

      誰もが安心して暮らせる 蔵王町」

                 の実現に向け、事業を展開し、大規模災害においても地域住民の避難所としての役割を担っていけるような

                 施設建設を進めてまいります。

最後になりますが、師走のお忙しい中、足を運んで下さいました永野西区住民の皆様に厚くお礼申し上げ

                   ます。

~少しだけでも困っている方を助けたい・福祉の仕事をしてみたい～

●日常生活自立支援事業（まもりーぶ事業）とは

A．認知高齢者、知的高齢者、精神障害者など日常生活に不安をお持ちの方が、住み慣れた地域で安心して自立した生活が送れるように、

暮らしのサポートを行う事業です。

●仕事の内容を具体的に教えて下さい

A．専門員が作成した支援計画に基づき、生活支援員は、公共料金等の支払い代行や生活費のための預貯金の入金や出金などをしながら、

利用者宅などを訪問し、援助や専門員へ状況報告をします。

●仕事はボランティアですか

A．宮城県社会福祉協議会の非常勤職員となります。活動手当と交通費を支給致します。

●一人では、不安です

A．生活支援員の研修を受けていただきます。

●働く頻度はどのくらいですか

A．２週に１回～週に１回又は月に１回程度（支援計画により変更があります。）

活動時間は１～２時間程度の仕事です。

●資格などは必要ですか

A．必要ありませんが、「守秘義務」と、何よりも「少しでも困っている方を助けたい」と思う気持ちです。

※詳しくは、蔵王町社会福祉協議会まで（３３－２９４０）

蔵 王 町

                          

只今、下記団体では新規会員を募集しております。各団体とも様々な研修会やイベントを開催しております。是非皆さまの

ご協力お願い致します。問い合わせは社協（３３－２９４０）まで。ご連絡お待ちしております。

「蔵王町老人クラブ連合会」「蔵王町母子寡婦福祉会」「蔵王町身体障害者福祉協会 」

           「蔵王町心身障害児者親の会」「蔵王町遺族会」「蔵王町ボランティア連絡協議会」

※団体加入につきましては、各団体ともに賛同頂いた方はどなたでも加入頂けます。



       

★ 今回は福祉用具貸与（レンタル）についてのご紹介 ★

福祉用具は日常のパートナー。

一般的には馴染みがなく、必要な状態になってもその存在を知らない方も多い

のではないでしょうか？

私たち、蔵王町社会福祉協議会では、必要とする誰もが、福祉用具を利用しやす

いようご提案させていただきます。

〈デイサービスボランティア募集中〉
社協デイサービスでは、引き続きボランティア協力をして頂ける方を大募集しております。曜日・時間帯は皆様のご都合のよい時

にお手伝い頂ければと思っております。また、「参加したいけど足がなくていけない」という方は是非社協までご相談下さい。

☆ボランティアさんの笑顔が利用者様の笑顔を支えています☆

★心配事や何かお困りの時はいつでもお気軽に社協へお越し下さい。

蔵王町社協 福祉用具貸与（ﾚﾝﾀﾙ）・販売

福祉用具って何？

どんなものが借りられる？

歩行器や介護用ベッド・車いす・手すりなど計１２種類のものが、介護保険のレンタル対

象となっています。ひとくちに歩行器やベッドと言ってもいろんなタイプのものがありま

す。本人の状況等に合わせて使っていただくことができます。

買うこともできるのに

借りるのはどうして？

「今すぐ必要なもの」と「これからいるもの」があるからです。とりあえず、今はこれだけ

でいいけど、この先どんなものが必要か・・・

３年後・５年後のその時の状況に合わせたものを選ぶことができるから、とレンタルを利用

されるかたの声が聞かれます。

なお、蔵王町社会福祉協議会では蔵王町で発行している家族介護用品

利用券（通称：おむつ券）で、紙おむつや紙パンツ・パッド等を買う

ことができます！！（ただし、防水シーツやエプロンなど対象外の商品もあります。）

★ おむつやパンツ、パットも色んなタイプのものがありますので、どんなものを
使ったらいいのか迷われる方も多いと思いますが、気軽にお尋ねください。

気持ちよく過ごしていただくために、その方に合った排泄ケアの相談に

応じます（*^―^*）    

担当：阿部
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